
設
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

建
い
将
来
の
進
学
や
就
職
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と、
愛
媛
県
と
愛

媛
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
が
夏
休

み
期
間
中
の
8
月、
中
学
生
ら
を
対

象
に
し
た「
愛
媛
県
建
設
産
業
担
い

手
確
保
推
進
事
業」
を
東
中
南
予
の

3
会
場
で
開
い
た。

主
に
中
学
生
や
高
校
生
ら
が
参
加

し、
実
際
に
建
設
機
械
に
試
乗
し
た

り、
建
設
中
の
橋
や
道
路
拡
幅
の
現
場

に
出
向
い
て
作
業
員
か
ら
直
接
話
を

聞
い
た
り
し
て、
生
活
を
便
利
に
し
て

く
れ
る
道
路
や
橋、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
が、
ど
の
よ
う
に
し
て

造
ら
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
て
い

た。
各
会
場
の
様
子
や
参
加
し
た
生
徒

ら
の
感
想
を
リ
ポ
ー
ト
す
る。

ー—ー一
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中
学
生
や
そ
の
家
族
ら

20
人
が 、
宇
和
島
市
吉
田

町
北
小
路
の
吉
田
高
校
に

集
合 。
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
小
型

バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
操
縦
を
体

験
し
た 。

操
縦
指
導
は
県
建
設
業

協
会
宇
和
島
地
方
支
部
吉

田
分
会
が
協
力 。
建
設
関
係

の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
と

一
い
う
城
東
中
3
年
の
後
藤

．
批
琉
鳳
君(
14)
は
同
級
生
の

冒
武
下
真
大
君(
14)
を
誘
っ

て
参
加
し
た 。「
見
て
い
た

ら
簡
単
そ
う
だ
っ
た
け
ど 、

県
道
拡
幅
工
事
で
斜
面
を
削
っ
て
固
定
す
る
工
程
に
つ
い
て
学
ぶ
参
加
者

し』―Iー.I一•一し·-』ー』- - - -
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ア
ー

ム
の
伸
縮
と
バ
ケ
ッ
ト

の
動
き
を
2
本
の
レ
バ
ー

で

操
作
す
る
の
が
難
し
か
っ

た」
と
話
す
後
藤
君
だ
が 、
次

第
に
要
領
を
つ
か
む
と
小
山

に
な
っ
た
土
を
器
用
に
バ

ケ
ッ
ト

で
す
く
い
上
げ 、
左

右
に
移
動
さ
せ
て
い
た 。
伊

肩
設
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー

高

月
誠
二
さ
ん(
65)
は「
最
初

は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
が 、
子

ど
も
は
す
ぐ
に
う
ま
く
な
る

ね」
と
目
を
細
め
て
い
た 。

午
後
か
ら
は 、
4
月
に
開

通
し
た
宇
和
島
市
の
九

島
大
橋
へ
つ
な
が
る
県
道

拡
幅
工
事
の
現
場
を
見
学

し
た 。
県
南
予
地
方
局
の
担

当
者
が 、
山
の
斜
面
の
掘
削

や 、
格
子
状
の
モ
ル
タ
ル
で

固
め
る「
吹
付
法
枠
エ」
な

ど
の
工
事
概
要
を
説
明 。
参

加
者
か
ら
猛
暑
の
中
で
の

作
業
の
大
変
さ
を
聞
か
れ

る
と 、
現
場
を
担
当
す
る一

若
建
設
の
二
宮
吉
博
さ
ん

(
42)
が「
炎
天
下
で
の
作
業

を
少
し
で
も
楽
に
す
る
た

め 、
作
業
員
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

は
フ
ァ
ン
付
き
で
外
気
が

入
る
仕
組
み 。
大
型
重
機
の

操
縦
室
に
は
ク
ー

ラ
ー

が

あ
り 、

作
業
員
の
負
担
を

軽
減
す
る
現
場
の
環
境

は
整
っ
て
き
て
い
る」
と

話
し
て
い
た 。

■·’-
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沢
単
位
で
距
離
を
測
れ
る
測
量
機
の
使
い
方
を
教
わ
る
参
加
者

屋賓謳

叶▲
—
ー一

団会
地
元
の
小
中
高
校
生

ら
30
人
が
参
加 、
西
条
農

業
高
校（
西
条
市
福
武）

寧
に
教
え
て
も
ら
い 、
動
リ

単
位
で
図
る
こ
と
が

か
せ
る
よ
う
に
な
る
と 、

で
き
る
測
量
機
の
使
い

場_
_
_

 1

と
て
も
楽
し
か
っ
た」
と

方
を
教
わ
っ
た 。
担
当
者

目会
中
予
会
場
の
伊
予
農
笑
顔
を
み
せ 、
指
導
し
た
か
ら「
距
離
を
測
り
た
い

業
高
校（
伊
予
市
下
吾
川）
泉
建
設
の
上
野
裕
次
さ
ん

場
所
に
反
射
プ
リ
ズ
ム

に
は 、
中
高
生
を
中
心
に
は「
な
か
な
か
筋
が
い
い 。
を
置
い
て
跳
ね
返
っ
て
く

30
人
が
集
合 。
体
育
館
内
ス
カ
ウ
ト
し
た
い
ね」
と
る
光
波
で
距
離
を
測
る 。

で
小
型
無
人
機「
ド
ロ
ー

合
格
点
を
出
し
て
い
た 。

最
新
の
も
の
は
岩
な
ど
の

ン」
の
操
縦
や 、
グ
ラ
ウ
ン

午
後
か
ら
は 、
砥
部
町
反
射
光
を
拾
っ
て
距
離
が

ド
で
小
型
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
の
国
道
33
号
か
ら
広
田
測
れ
る」
と
話
し 、「
こ
の

操
縦
を
体
験
し
た 。

へ
向
か
う
国
道
3
7
9

最
新
機
で
2
0
0
万
円
す

港
南
中
1

年
の
金
島
綾
号
の
道
路
改
修
現
場
ヘ
バ

る」
と
聞
く
と 、
参
加
者
か

さ
ん(
12)
は「
小
学
5
年
ス
で
移
動 。
万
年
ト
ン
ネ
ら一
番
の
驚
き
の
声
が
上

の
社
会
の
授
業
で
車
の
整
ル
を
抜
け
て
す
ぐ
の
銚
子
が
っ
て
い
た 。
い
と
こ
同

備
士
の
仕
事
を
知
り 、

機
大
橋
は
本
年
度
の
開
通
を
士
で
参
加
し
た
松
山
南
第

械
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
目
指
し 、

橋
の
姿
が
ほ
ぼ
二
中
1

年
生
田
崚
二
君
と

た」
と
い
い 、
重
機
操
縦
を
出
来
上
が
っ
た
状
態
で 、

城
西
中
1

年
角
藤
瑞
記
君

し
て
み
た
い
と一
人
で
参
残
す
は
ト
ン
ネ
ル
と
橋
を
は「
き
ょ
う
は
い
ろ
い
ろ

加
し
た 。
金
島
さ
ん
は「
両
連
結
さ
せ
る
工
事 。

な
こ
と
が
体
験
で
き 、
勉

手
を
バ
ラ
バ
ラ
に
使
う
の

現
場
で
は 、
建
造
物
の

強
に
な
っ
た」
と
話
し
て

が
結
構
難
し
か
っ
た 。
丁
距
離
や
角
度 、
高
さ
を
ミ
い
た 。

で
学
内
見
学
と
小
型
重

機
の
操
縦
体
験
を
し
た 。

同
校
の
成
高
久
豊
教
頭

が
環
境
工
学
科
の
生
徒

が
造
成
し
た
庭
園
を
案

内 。「
土
木
の
仕
事
は
幅
広
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山下建設（株）

東閏；
が

現場見学、楽しかった の

く 、
庭
造
り
も
そ
の
ひ
と

つ 。
卒
業
生
に
は
測
量
士

や
造
園
技
能
士
も
多
い」

と
話
し 、

水
辺
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
ビ
オ
ト
ー

プ
庭

園
な
ど
を
紹
介
し
た 。

そ
の
後 、
新
居
浜
市
角

野
新
田
町
3
丁
目
の
山

根
公
園
近
く
の
国
領
川

に
架
か
る
新
田
橋
付
け

替
え
工
事
現
場
に
バ
ス

で
移
動 。
県
東
予
地
方
局

の
担
当
者
が
新
旧
の
橋

の
構
造
を
比
べ
な
が
ら

工
事
概
要
を
説
明
し
た 。

工
事
を
担
当
す
る
愛
橋

の
早
川
唯一
さ
ん(
50)
が

「
新
田
橋
に
は
強
度
の
高

い
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト(
P
C)
を
使

用 。
つ
な
ぎ
目
の
な
い
一

面
で
橋
が
で
き
て
お
り 、

大
規
模
地
震
で
も
橋
脚
か

ら
橋
が
落
下
す
る
心
配
が

な
い」
な
ど
と
解
説 。
白
石

建
設
工
業
入
社
3
年
目
の

熊
木
悠
雅
さ
ん(
21)
が

「
こ
れ
ま
で
茨
城
の
水
害

と
熊
本
地
震
の
現
場
へ

災
害
復
旧
に
行
っ
た 。

困っ
た
人
の
役
に
立
ち
た

い
と
い
う
思
い
も
あ
り 、
と

て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
だ
っ
た 。
若
い
人
に

も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
ほ

し
い」
と
呼
び
掛
け
る
と 、

中
学
生
ら
は
目
を
輝
か
せ

て
聞
き
入
っ
て
い
た 。

西
条
南
中
3
年
の
柿

本
聖
斗
君
は「
い
ろ
い
ろ

な
人
か
ら
話
が
き
け
て

勉
強
に
な
っ
た」
と
に
っ

こ
り 。

一
緒
に
参
加
し
た

同
級
生
の
森
遥
紀
君
と

越
智
勘
太
君
は「
重
機
体

験
は
難
し
か
っ
た
け
ど

楽
し
か
っ
た」
と
充
実
し

た一
日
を
振
り

返
っ
た 。

各会場の様子は、愛媛CATV 「たうんチャンネル (111ch)」にて放送
8月19日に行われた建設業の体験イベントの様子を中心に建設業の魅力やモノづくりの面白さを発信

初回放送時間 9 月 13 日 018:00~18:15 （予定）

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
重
機
の
操
縦
指
導
を
受
け
る
女
子
中
学
生

啜一
1 法定外労災補償制度

建設共済保険
厚生労働省•国土交通省認可

●建殴業界による自主的な共済保険で掛金が安い。

●事業主（保険契約者）への速やかな支払い。

●企業の譜費用部分も補償。

●元圃・下圃闊わず無記名で補償。

●経嘗事項審査において15点の加点。

●元讀・下圃それぞれの保険契約者へ重複支払い。

M, 馴漕［【取扱機関］

公益財団法人建設業福祉共済団
〒105-0001東京都港区虎ノ門1-22-15虎ノ門NSピル
TEL 03 (3591) 8451 
われわれも建殿産業への入職促進を応握しています。

一般社団法人愛媛県建設業協会 TEL 089 (943) 5324 I

l建設共済保険
］口」

西究乏和ア ］ 
平成16年9月 148 に愛媛県と「大規模災害時における応急対策業務に関する協定」を締結しました。

県内で発生した地震・台風等の災害の復旧支援活動を行っています。

交通事故減
少を目指し、
ドライバ ー に

安全運転を
呼びかけ、女性部会が中心となり
交通茶屋を県内各地で実施して
います。

建設業協会
で行っている
イベントにお

いて、地震や
台風などで被害を受けた地域へ
の義援金を呼びかけ、寄付を行っ
ています。

病気やけが
の治療のため
輸血を必要と
する人たちが
数多くいます。建設業協会では、会
員に輸血を呼びかけ、年間延べ約
1,000人が献血を行っています。

愛媛県建設業協会は、公共事業に携わる者の使命と Lて
地域社会に還元すべく、
さまざまな地域貢献活動に取り組んでいます。

道路・路側や

河川・海岸に
落ち ている空
き缶・ペット
ボトルなどのゴミ、土砂・雑草の除
去などを行う清掃活動を県内各
地で実施しています。

一般社団法人愛媛県建設業協会 〒790-0903 松山市東野6丁目ー5-51F TEL 089 (943) 5324 http://www.himekenkyo.or.jp/ 


